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研究成果の概要（和文）：2016年度はハイデラバード英語外国語大学タリク・シェーク招聘。江口眞規を大英図
書館調査に派遣。2017年度、モハンマド・モインウッディンと岡和田晃を調査で印派遣。日印友好交流年事業の
日印文学研究国際会議に参加、日本大使館員や国際交流基金職員、デリー大学教員や院生と交流。目野は9月
「1954年ロンドンにおける亡命ペン作家作品集刊行に至るまでの国際ペンクラブ・ロンドン本部と欧州史」発
表。　2018年夏、タリクBL調査。先の東京研究発表をBLで講演。9月、EFLUでセミナー開催。2019年1月、国際研
究集会。3月、目野が「戦前期日本ペン倶楽部と戦前期中国ペン倶楽部」発表。3月、鼎書房より成果刊行。

研究成果の概要（英文）：In this study, we cross-check the primary documents of the Japan Pen Club 
and the India Pen Club in England and India in the 1930s and examine the foreign cultural diplomacy 
of pen clubs in Japan, China, India and England at the time of the formation of the British 
Commonwealth. As a result, (1) the cultural structure of literary and linguistic activities of each 
country after the Second World War was already established through pen club activities at this time,
 (2) the magnitude of the influence of the Indian pen club since the 1930s has been forgotten in 
each country since the 1950s, (3) the understanding of the history of literature in Japan, China, 
and England has become insufficient, and (4) the competition to nominate candidates for the Nobel 
Prize in Literature up to the 1960s has tended to be considered without the influence of the Indian 
pen club. The results were published in March by Kanae Shobo as 'Study of the Japan Pen Club and the
 prewar Japan Pen Club'.

研究分野：日本近代文学、比較文学

キーワード： 戦前期日本ペン倶楽部　日印交流史　イギリス連邦史　日中印関係史　国際ペンクラブ　インドペンク
ラブ　日本近代文学史

  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
1935年の国際連盟脱退後、外務省が対外文化政策の一環として日本ペン倶楽部を組織したが、インドや中国、イ
ギリスやイタリアなど世界各国と、特異で複雑な文化外交を執行しようと試み、挫折する過程を調査した。新事
実の発見や日本の対外文化政策が戦後も反復し続ける失策の原型が判明した上、この共同研究が現代の日印学術
交流を促進し、BLでの講演やインドの国立大の日本研究セミナーに発展するなど、多面的な成果が得られた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
戦前期日本ペン倶楽部の設立とその渉外活動は、わが国が国際連盟から脱退し、世界的に孤立
した後の国際文化外交、特に英連邦中心の世界秩序に基づく列強への渉外活動という、特異な
外交政策である。しかし、これまで本件は、一次資料に基づいて調査されたことはなかった。
本件は日本文学や文化の研究のみならず、政治学や日印交流史などの研究事案でもある。主た
る一次資料の収集は 2012 年頃までに終わっていたものの、クロスチェックが終わっていない
ので、資料の合理的な検討や一般公開が難しい状況にあった。そこで、今回のような共同研究
がなされることとなった。 
 
２．研究の目的 
 
戦前期日本ペン倶楽部と各国ペンクラブ、そして国際ペンクラブ・ロンドン本部の関係につい
て、別の科研費「戦前期日本ペン倶楽部の研究-日印文化交流と国際文化政策」（研究課題番号：
22320043、研究種目：基盤研究(B)）で複写・筆写・購入等の手段で入手してきた一次資料の
クロスチェックを三年かけて行い、本件の正確な事実関係を明らかにする。そして、その結果
を一般公開するとともに、日印の学術交流を同時に促進する。 
 
３．研究の方法 
 
戦前期日本ペン倶楽部と各国ペンクラブ、そして国際ペンクラブ・ロンドン本部関係資料を
あたって一次資料とのクロスチェックを続ける。並行して、海外との学術交流を深める。 

2016年度は、まず 2016年 7月 16日土曜日に第一回研究会（於国士舘大学中央図書館・情
報メディアセンターグループスタディ室 E）を行い、調査出張先検討などの打合せを行った。 
 次に 16年 10月 22日土曜日にも研究会（於国士舘大学世田谷キャンパス中央図書館・情報
メディアセンターグループスタディ室 E）を行った。 
 2017年 1月 28日土曜日には、インド・ハイデラバードから、ハイデラバード英語外国語大
学のタリク・シェーク助教授を招聘し、インド側の史資料に基づく一次資料クロスチェックの
成果発表がなされた（於東京外国語大学本郷サテライト３階セミナー室）。 
 ここまでのインド側からのクロスチェックの成果は目覚しいものがあり、研究会では、この
タリク・シェーク発表は改めて英語圏でなされるべきという結論にいたった。その件は、2008
年に実現した。 
 また、共同研究者の江口眞規に依頼し、2017年 2月 8日から２月 23日、ロンドンのブリテ
ィッシュ・ライブラリーでの一次資料クロスチェック業務に従事してもらった。この時点でも、
単なるペン倶楽部資料のクロスチェックにとどまらない、多面的な成果が得られた。 

2017年度には、モハンマド・モインウッディンおよび岡和田晃の共同研究者２名を、デリー
に派遣して史資料調査を依頼した。このインド出張の日程が、ちょうど日印友好交流年のイベ
ントであるデリー大学・ネール大学の日印文学研究のカンファレンスの９月 16 日前後と重な
った。そのため、彼らはここに参加でき、在インド日本大使館書記官や国際交流基金職員、デ
リー大学教員や大学院生たちと、講演活動を中心とする学術交流を行えた。この年も研究会を
主催し、関西大学の増田周子に口頭発表を依頼するなど、国内での研究会も進捗した。 
 2018 年 7 月から 8 月には、タリク・シェークに依頼して、ブリティッシュ・ライブラリー
での一次資料クロスチェック調査に派遣した。この時、彼は 2017年 1月の東京での口頭発表
について、ライブラリー内で学術講演をしてきた（科研費番号は現地配布資料に提示あり）。 
 2018 年 9 月には、目野が評論家の夏葉薫を伴ってハイデラバード英語外国語大学に出張。
本件共同研究の成果について、セミナーを行って学生・教員間で成果を共有し、質疑を受けた
（日本語）。 
 2019年 1月 27日に、東京外国語大学本郷サテライトで、タリク・シェーク（インド）ほか
を招いて国際研究集会を行った（使用言語は英語）。 
 
４．研究成果 
 
 第一に、一次資料のクロスチェックの成果を、2019 年 3月に単著として刊行し、研究成果を
一般公開できたことである。 
 次に、一次資料のクロスチェックの成果を、2019 年 3月に学会発表できたことである。 
 本研究会の場合、並行して行われた日印の学術交流の成果が予想以上に大きかった。たとえ
ば、2017 年 9月のデリー大学・ネール大学の日印文学研究のカンファレンスに岡和田晃を派
遣した際には、同大学に日本で評論活動を行っている研究者が最後に来たのが 20 年以上昔で
ある上、この先にもめったにない機会であるとして大いに歓迎され、本研究以外の講演活 
動も依頼された。 
 さらに、2018 年 7月 24 日から 8月 8日までタリク・シェークをロンドンのブリティッシュ・
ライブラリーに派遣した際、「The History of the P.E.N. in Pre-independence India」とい
う標題で講演会まですることになった。ここでの反応がとてもよかったので、ほぼ英語を母語



同然に話すタリク・シェークが英語圏で話をする方が、研究代表者が英語圏での発表を行うよ
り伝わりやすく、かつ、より多くの聴衆に話をして、高レベルな質問から庶民的な質問まで、
流暢に応答できたことは大きかった。 
 これらは「講演」であるので、学会発表の回数には含まない。 
 また、2018 年 9月にインド・ハイデラバードで行った本件成果セミナーも好評だった。それ
と同時に、共同研究者の夏葉薫が学生とのコミュニケーションや指導に抜群に優れており、イ
ンドの国立大学の日本学科を活性化するのに大いに役立った。 
最終年度の国際研究集会では、スカイプ経由で CELIA DE ALDAMA ORDOÑEZ（チェコ在住のス
ペイン人研究者）の参加を仰ぎ、中里成章（東京大学名誉教授）や青木健（静岡文化芸術大学
教授）の協力もあって、英語で行われた。本件は当日の飛び入り参加者もあるほどの盛会とな
り、またスペイン人研究者との国際的な連携もできて、研究会の最後は大きな広がりをもって
終わった。 
期間中、別記の学会発表を 2回行った（研究集会とあるが、査読付きの学会発表）。 
 
５．主な発表論文等 
〔雑誌論文〕（計 １ 件） 
目野由希「島崎藤村と対インド日本文化外交の挫折 :戦前期日本ペンクラブによる日印交流史」
『文学研究論集』（36号、2018 年 3月、筑波大学比較・理論文学会、査読付き） 
他に、ワークングペーパーを出した。 
１．目野由希「The History of Indian PEN club in pre-War Period」『Working paper 2019』
（2019 年 3月、国士舘大学アジア・日本研究センター） 
〔学会発表〕（計 2 件） 
目野由希「1954年ロンドンにおける亡命ペン作家作品集刊行に至るまでの国際ペンクラブ・ロ
ンドン本部と欧州史」（2017年 9月 24日、第 7回世界文学・語圏横断ネットワーク研究集会、
於同志社大学） 
目野由希「戦前期日本ペン倶楽部と戦前期中国ペン倶楽部」（2019年 3月 8日、第 10回世界
文学・語圏横断ネットワーク研究集会、於津田塾大学千駄ヶ谷キャンパス） 
「講演」は別記の通り、共同研究者が複数回行った。 
〔図書〕（計 １ 件） 
目野由希『日本ペン倶楽部と戦争――戦前期日本ペン倶楽部の研究――』（鼎書房、2019） 
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